
TCK12107018201.pdf (0 - 7 m) 1/1 ページ

ボーリング柱状図
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栃木県大田原土木事務所 2009-11-10 ～ 2009-11-12
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φ5～10mm程度の小礫混入、全体
砂質を呈す
-0.5mまで固結程度は極めて低い強
風化岩、固結シルト状で極めて軟
質

以深岩芯まで風化し泥質岩主体、
ハンマーで簡単に崩せる

岩盤としての絶対的な硬さとして
は軟質
コアは概ね粘土状を呈す

固結度が極めて低い泥岩である
所々砂分含み凝固物が点在する

やや風化変質した凝灰角礫岩、コ
アの表面は粗面を呈す

概ね無層理塊状を呈し、希に密着
した割れ目がみられる

コアは5～10cmの短柱状が主体、
コア採取率80％以上、
RQD20～30％

岩質は下部に行くに従い新鮮とな
る
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